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基本施策２ 地域福祉の推進 

【担当課】 福祉課 人権啓発課 総合施設整備課 

相楽東部広域連合教育委員会学校教育課・生涯学習課 

［現状と課題］ 

◇ 少子高齢化の流れに伴い、地域福祉を担う人材は不足しており、安心して住み慣れた地域で

暮らすためには、住民相互のつながりをもとに、見守りや助け合いによって互いに支え合う

地域福祉の推進が求められています。 

◇ 和束町では、和束町社会福祉協議会を中心に地域に密着した福祉活動を展開し、ふれいあい

サロンやシニアライフサポート学級等を介した交流事業や、各種講座を開催し住民の福祉意

識の啓発に努めています。 

 

 

 

 

  和束という町名が示す、“和（おだやかに安心してくらせるまち）を、束ねる（地域ぐるみ 

 で取組み）”まちづくりを推進します。 

 

施策の方針１ 地域福祉を支えるコミュニティの育成 

○ 地域福祉を担う地域住民が主体となった地域づくりを実現するため、ボランティアの育成と

活動を支援します。 

◎ ひとり暮らし高齢者等、支援を要する人の見守りが身近な住民によって行われる体制を作る

ため、小地域ネットワークの展開を促進します。【4-2-2】 

◎ 町のシンボルともなる多世代・多機能型の新たな交流拠点として（仮称）和束町総合保健福祉施

設の整備を進めます。【4-2-1】 

 

【住民の声】 

〇 緊急時に要支援者に対応できる人材を育てる 

〇 ２世代・３世代が一緒に暮らせるような支援があったら望ましい 

 

主な関連計画 

和束町地域福祉計画 

和束町高齢者保健福祉計画 

 いのちの輝き見守りプラン＜自殺対策計画＞（令和２年 3月） 

 和束町総合保健福祉施設整備基本計画（令和３年１月） 

 

目指す目標像 

■ 基本計画の構成と見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓの１７のどの

ゴールに該当するかを

示しています。 

 

 
この施策に該当する町

の担当課を記載してい

ます。 

 

 
和束町の現状や課題に

ついて概況を記載して

います。 

 

 

 

 この基本施策につい

て、目指すべき方向（将

来像）を記載していま

す。 

 

 

 

 基本施策に関して、取組

む施策の方針と主な施

策の内容について記載

しています。 

 

 

 

 

 

 

総合戦略に紐づけられ

ている施策には◎を付

け、総合戦略の事業番

号を示しています。 

【例】４－２－１ 

基本目標   ４ 

 基本的方向  ２ 

 具体的な事業 １ 

 

 

 

 

アンケート調査、住民ワ

ークショップ、団体ヒア

リング等からの意見・提

案を紹介しています。 

 

 

 

 

 

 

この基本施策に関連す

る個別・関連計画を記載

しています。 
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■ＳＤＧｓの１７の目標と自治体行政の関係（ＵＣＬＧ） 

 

 

あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ 

自治体行政は貧困で生活に苦しむ人々を特定し、支援する上で最も適したポジションにいます。各自治体

においてすべての住民に必要最低限の暮らしが確保されるよう、きめ細やかな支援策が求められていま 

す。 

 

飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、持続可能な農業

を推進する 

自治体は土地や水資源を含む自然資産を活用して農業や畜産などの食料生産の支援を行うことが可能で

す。そのためにも適切な土地利用計画が不可欠です。公的・私的な土地で都市農業を含む食料生産活動を

推進し、安全な食料確保に貢献することもできます。 

 あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する 

住民の健康維持は自治体の保健福祉行政の根幹です。国民皆保険制度の運営も住民の健康維持に貢献して

います。都市環境を良好に保つことによって住民の健康状態を維持・改善可能であるという研究成果も得

られています。 

 すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する 

教育の中でも特に義務教育等の初等教育においては自治体が果たすべき役割は非常に大きいと言えます。

地域住民の知的レベルを引き上げるためにも、学校教育と社会教育の両面における自治体行政の取組は重

要です。 

 

ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る 

自治体による女性や子供等の弱者の人権を守る取組は大変重要です。また、自治体行政や社会システムに

ジェンダー平等を反映させるために行政職員や審議会委員等における女性の割合を増やすのも重要な取組

と言えます。 

 

すべての人々に水と衛生へのアクセスを確保する 

安全で清潔な水へのアクセスは住民の日常生活を支える基盤です。水道事業は自治体の行政サービスとし

て提供されることが多く、水源地の環境保全を通して水質を良好に保つことも自治体の大事な責務です。 

 

 

手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを確保する 

公共建築物に対して率先して省/再エネを推進したり、住民が省/再エネ対策を推進する際に補助を出した

りする等、安価かつ効率的で信頼性の高い持続可能なエネルギー源へのアクセスを増やすことも自治体の

大きな役割と言えます。 

 すべての人々のための包摂的かつ持続可能な経済成長、雇用及びディーセント・ワークを推進す

る 

自治体は経済成長戦略の策定を通して地域経済の活性化や雇用の創出に直接的に関与することができま

す。また、勤務環境の改善や社会サービスの制度整備を通して労働者の待遇を改善することも可能な立場

にあります。 

 レジリエントなインフラを整備し、持続可能な産業化を推進するとともに、イノベーションの

拡大を図る 

自治体は地域のインフラ整備に対して極めて大きな役割を有しています。地域経済の活性化戦略の中に地

元企業の支援などを盛り込むことで、新たな産業やイノベーションを創出することにも貢献することがで

きます。 
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 国内及び国家間の不平等を是正する 

差別や偏見の解消を推進する上でも自治体は主導的な役割を担うことができます。少数意見を吸い上げつ

つ、不公平・不平等のないまちづくりを行うことが求められています。 

 都市を包摂的、安全、レジリエントかつ持続可能にする 

包摂的で、安全な、強靭で持続可能なまちづくりを進めることは首長や自治体行政職員にとって究極的な

目標であり、存在理由そのものです。都市化が進む世界の中で自治体行政の果たし得る役割は益々大きく

なっています。 

 持続可能な消費と生産のパターンを確保する 

環境負荷削減を進める上で持続可能な生産と消費は非常に重要なテーマです。これを推進するためには住

民一人ひとりの意識や行動を見直す必要があります。省エネや 3R の徹底など、住民対象の環境教育など

を行うことでこの流れを加速させることが可能です。 

 気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る 

気候変動問題は年々深刻化し、既に多くの形でその影響は顕在化しています。従来の温室効果ガス削減と

いった緩和策だけでなく、気候変動に備えた適応策の検討と策定を各自治体で行うことが求められていま

す。 

 海洋と海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する 

海洋汚染の原因の 8 割は陸上の活動に起因しているといわれています。まちの中で発生した汚染が河川等

を通して海洋に流れ出ることがないように、臨海都市だけでなくすべての自治体で汚染対策を講じること

が重要です。 

 
森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止及び逆転、ならびに生物多様性損失

の阻止を図る 

自然生態系の保護と土地利用計画は密接な関係があり、自治体が大きな役割を有すると言えます。自然資

産を広域に保護するためには、自治体単独で対策を講じるのではなく、国や周辺自治体、その他関係者と

の連携が不可欠です。 

 公正、平和かつ包摂的な社会を推進する 

平和で公正な社会を作る上でも自治体は大きな責務を負っています。地域内の多くの住民の参画を促して

参加型の行政を推進して、暴力や犯罪を減らすのも自治体の役割と言えます。 

 

 持続可能な開発に向けてグローバル・パートナーシップを活性化する 

自治体は公的／民間セクター、住民、ＮＧＯ／ＮＰＯなど多くの関係者を結び付け、パートナーシップの

推進を担う中核的な存在になり得ます。持続可能な世界を構築していく上で多様な主体の協力関係を築く

ことは極めて重要です。 

出典：ＵＣＬＧ（United Cities and Local Governments）（「私たちのまちにとってのＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）－導入のためのガ

イドラインー（2018 年 3 月版（第 2 版）」（自治体ＳＤＧｓガイドライン検討委員会編集）） 
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Ⅰ 子どもから高齢者までの 

全ての住民が健やかに暮らせる郷 

 

基本施策１ 人権尊重社会の形成 

基本施策２ 地域福祉の推進 

基本施策３ 保健・医療体制の充実 

基本施策４ 子育て支援の充実 

基本施策５ 高齢者対策の充実 

基本施策６ 障がい者支援の充実 
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基本施策１ 人権尊重社会の形成 

【担当課】 人権啓発課 相楽東部広域連合教育委員会学校教育課・生涯学習課 

［現状と課題］ 

◇ 人権とは、すべての人が生まれながらに持ち、人間らしく生きるため必要な、誰からも侵さ

れることのない基本的権利です。一人ひとりが人権尊重を日常生活の習慣として身につけ、

実践できる人権感覚の豊かな地域社会を創っていくことが求められています。 

◇ 和束町では、すべての住民があらゆる機会を捉えて人権を学び、考え、誰もがお互いの人権

を尊重しあえる心を持てるように、部落問題をはじめ、子ども、女性、高齢者など、様々な

人権啓発活動に取り組んできました。 

◇ 住民の人権意識は高まってきましたが、私たちを取り巻く社会情勢や生活環境が目まぐるし

く変化する中、インターネットやＳNＳを利用した人権侵害やＬＧＢＴといった性の多様性

に対する差別、また、新型コロナウイルス感染症の拡大を発端として罹患者に対する差別が

広がりました。 

◇「部落差別解消推進法」等の人権三法が目指す差別の無い社会の実現に向けて、「和束町人権

教育・啓発推進計画」を指針として、住民一人ひとりの人権意識を高めていく取組が必要で

す。 

 

 

 

 

豊かで平和な社会を築くために、住民一人ひとりが人権意識を高め、性別、国籍、世代、

障がいの有無に関係無く、個人の尊厳と人権が確立される社会を実現するため、今後も教

育・啓発の推進や相談等の多様な施策を進めていきます。 

 

 

施策の方針１ 人権尊重のための教育、啓発の推進 

○ 人権問題の実態、原因を正しく把握・理解するとともに、複合した要因により問題が重層

化・複雑化している可能性があることを考慮し、あらゆる機会や場を通じた人権教育・啓発

活動を行います。 

○ 子ども達が発達段階に応じて人権尊重についての理解と認識を深め、自他の人権を守る実践

的な態度が培われるよう、関係機関等と連携を図りながら、学校での人権教育を推進してい

きます。（※広域連合事業） 

◎ 人権ふれあいセンターや公民館等を活用した交流を促進し、住民間の相互理解を深めなが

ら、人権が真に尊重される地域づくりやそれを担う人づくりを進めます。【3-1-7】 

 

目指す目標像 
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施策の方針２ 男女共同参画社会の実現 

○ 学校や地域での学習機会の提供を促進するとともに、関係機関と連携した事業所への啓発や

被害者の相談・支援を適切に行います。(※広域連合事業含む。) 

○ 行政機関等での各種委員や様々な分野での女性の参画を促すなど、女性の能力発揮を進めて

いきます。 

 

施策の方針３ 人権侵害の実態把握と相談・支援 

○ 地域で発生する人権侵害の実態を把握し解決に向けて取り組むため、社会調査（住民ニーズ

調査等）を実施します。 

〇 人権ふれあいセンターにおいて、差別、児童虐待、いじめ、ＤＶ等のあらゆる人権相談に応

じるとともに、関係機関等と連携した問題解決に取り組みます。 

 

主な関連計画 

 和束町人権教育・啓発促進計画（２次） 

和束町における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画（令和３年４月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コラム 
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4.5

5.4

21.9

17.0

19.6

49.7

51.7
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6.5

8.0
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0.9

3.1

1.4

3.4

3.4

3.1

9.9

12.3

11.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人権尊重のための教育、啓発の推進

男女共同参画社会の実現

人権相談窓口の設置

満足している どちらかといえいえば満足している

どちらともいえない どちらかといえば不満である

不満である 見直すべき

無回答

住民アンケート調査からみる人権問題については、必ずしも満足度は高くありません。 

（令和２年６月「和束町まちづくりアンケート調査」） 
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基本施策２ 地域福祉の推進 

【担当課】 福祉課 人権啓発課 総合施設整備課 

相楽東部広域連合教育委員会学校教育課・生涯学習課 

［現状と課題］ 

◇ 少子高齢化の流れに伴い、地域福祉を担う人材は不足しており、安心して住み慣れた地域で

暮らすためには、住民相互のつながりをもとに、見守りや助け合いによって互いに支え合う

地域福祉の推進が求められています。 

◇ 和束町では、和束町社会福祉協議会を中心に地域に密着した福祉活動を展開し、ふれあいサ

ロンやシニアライフサポート学級等を介した交流事業や、各種講座を開催し住民の福祉意識

の啓発に努めています。 

◇ 地域福祉を支えていく主体は住民一人ひとりであり、またボランティア組織や各区等での人

的なネットワークであることを改めて認識し、行政がバックアップしながら、子どもから大

人まで福祉に携わる人材として活躍できるよう、福祉の輪を広げていくことが必要です。 

◇ 今後とも、和束町社会福祉協議会が中心となり地域住民や関係団体等と連携した取組を推進

するとともに、令和６年度に整備予定の「（仮称）和束町総合保健福祉施設」を活かした、

福祉の好循環と新たな町づくりが必要です。 

 

 

 

  和束という町名が示す、“和（おだやかに安心してくらせるまち）を、束ねる（地域ぐるみ 

 で取組み）”まちづくりを推進します。 

 

施策の方針１ 地域福祉を支えるコミュニティの育成 

○ 地域福祉を担う地域住民が主体となった地域づくりを実現するため、ボランティアの育成と

活動を支援します。 

◎ ひとり暮らし高齢者等、支援を要する人の見守りが身近な住民によって行われる体制を作る

ため、小地域ネットワークの展開を促進します。【4-2-2】 

◎ 町のシンボルともなる多世代・多機能型の新たな交流拠点として（仮称）和束町総合保健福祉施

設の整備を進めます。【4-2-1】 

 

施策の方針２ 和束町社会福祉協議会の充実 

○ 地域に密着した活動拠点である和束町社会福祉協議会への支援を強化し、地域福祉のコーデ

ィネート機能の強化を図ります。 

 

目指す目標像 
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施策の方針３ 福祉教育の推進 

○ 住民の福祉に対する意識を高めるため、学校教育や生涯学習の場など、様々な機会を捉えた

福祉意識の啓発に努めます。（※広域連合事業含む。） 

 

施策の方針４ 高齢社会の担い手の育成 

○ 福祉分野への就業や転業を目指す人へ、研修機会などの情報提供等、支援体制の充実を図り

ます。 

〇 大学や専門学校と連携し、福祉の学習フィールドとして活用できる仕組みづくりを検討しま

す。 

 

 

【住民の声】 

〇 緊急時に要支援者に対応できる人材を育てる 

〇 ２世代・３世代が一緒に暮らせるような支援があったら望ましい 

 

主な関連計画 

和束町地域福祉計画 

和束町高齢者保健福祉計画 

 いのちの輝き見守りプラン＜自殺対策計画＞（令和２年 3月） 

 和束町総合保健福祉施設整備基本計画（令和３年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会福祉センター、国保診療

所の老朽化に伴い、総合的な

保健・福祉施設の拠点整備が

計画されています。 

（町ホームページより） 

コラム 
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基本施策３ 保健・医療体制の充実 

【担当課】 福祉課 国保診療所 税住民課 総合施設整備課 

［現状と課題］ 

◇ 誰もが生涯を通じて健康であるために、自分の健康は自分で守るという意識のもと、住民自

ら健康づくりや介護予防に取り組めるように、支援体制を整えておくことが大切です。 

◇ 和束町では、特定健診等のデータをもとに医療的な支援の必要な住民へのアプローチに努め

ています。 また、国保診療所では、地域医療支援病院である京都山城総合医療センターと

の協定に基づき医師の派遣を受け、検診や一時医療に対応してきました。 

◇ しかしながら、施設の老朽化への対応は喫緊の課題であり、あわせて町内をはじめ近隣の医

療機関とのさらなる連携強化の必要性もあります。 

◇ 今後とも、医療環境のさらなる整備・充実に努め、住民の健康管理体制を充実していくこと

が求められています。 

 

 

 

 

  （仮称）総合保健福祉施設の整備により、保健・医療・福祉のワンストップステーションと 

しての拠点づくりを目指します。 

 

施策の方針１ 保健福祉の総合データベースの構築と活用 

○ 住民の各種検診データをシステムで一元的に管理し、適切な健康指導に活用し、住民の健康

づくりを推進します。 

 

施策の方針２ 生活習慣病の予防 

◎ 各種保健事業の推進や健康づくりに関する広報の充実による、健康づくりに関する啓発や指

導の強化、特定健診等の促進を図っていきます。【4-3-3】 

〇 勤労者が受診しやすい環境づくりや、フォローが必要な住民の個別指導の強化と各種健

（検）診の充実を図っていきます。 

〇 ふれあいサロンの活用など、住民の健康づくり活動への支援の強化と充実を図っていきま

す。 

 

 

目指す目標像 
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施策の方針３ 地域医療体制の充実 

◎ 国保診療所と社会福祉センターを総合的な保健医療の中核施設として統合し建替えるととも

に、京都府や京都山城総合医療センターとの連携により引き続き医療従事者確保に努めま

す。【4-2-1･4-3-2】 

〇 救急医療の多様化と専門性に対応するための、京都山城総合医療センターや近隣の医療機関

との連携強化を図ります。 

 

施策の方針４ 保健医療福祉の一体的な提供体制の整備 

○ 各種事業の充実に必要な保健師等の人材確保に努めます。 

〇 地域包括支援センターが中心となり、保健所、医師会及び社会福祉協議会等、関係機関との

連携を強化し保健医療福祉が一体となったサービスが提供できるよう、体制づくりを進めま

す。 

◎ 住民に親しみやすく利用しやすいワンストップサービスの拠点として、（仮称）総合保健福

祉施設の整備を進めます。【4-2-1】 

 

【住民の声】 

〇 医療、福祉がしっかりしたまちになってほしい 

〇 救急車が遅い・到達しにくい 

 

 

 

主な関連計画 

 和束町データヘルス計画（平成 31年３月） 

 和束町総合保健福祉施設整備計画（令和３年１月） 
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基本施策４ 子育て支援の充実 

【担当課】 福祉課 総務課 和束保育園 人権啓発課 相楽東部広域連合教育委員会学校教育

課・生涯学習課 

［現状と課題］ 

◇ 子どもは地域の財産であり、子育て環境の充実は若い世代の地域定着の視点からも重要な対

策となります。 

◇ 和束町では、これまでも様々な子育て支援施策を行ってきており、就学前では、第 3 子以降

の保育料無償化に加え、令和元年度 10 月から３歳以上の幼児の保育料無償化、０～２歳児

の非課税世帯の保育料無償化などの経済的負担の軽減を図るとともに、令和２年には子育て

世代包括支援センターを設置し、相談体制の強化に取り組むなど、全国的にみても先進的な

取組を行っています。また、就学後については、相楽東部広域連合において、地域社会と行

政が一体となった「人づくり」を進めるため、保護者の負担軽減を図り、教育環境の向上を

目指す子育て支援施策として、平成３０年度から給食費、修学旅行費の無償化、令和元年度

からは、校外活動費の全額補助などに取り組んでいます。 

◇ しかしながら、少子化の流れは加速しており、子育て世代が安心して働くことができ、子育

てもできる体制づくりを、地域ぐるみで構築していく必要があります。 

◇ 今後とも、よりきめ細やかな子育てニーズへの対応を図っていくことが求められています。 

 

 

 

 

  “子育てするなら和束町”と言われるように、子どもたちが元気にいきいきと育ち、すべて 

の住民が安心して子育てができ、地域社会全体で子育てをあたたかく見守るまちをめざします。 

 

 

施策の方針１ 子ども・子育て支援の推進 

◎ 子育て支援センターを子育て拠点として位置付け、子育て支援に関する相談や情報提供の充

実に努めます。【3-1-1】 

◎ 令和 2 年３月に設置された子育て世代包括支援センターを中心に、妊娠・出産・育児への切

れ目ない支援を実施します。【3-1-1・3-1-5】 

〇 学校や保育園との連携の他、乳幼児期から思春期までの発達に応じた食育に関する指導体制

の強化として、子育てクッキング教室や地産地消と郷土の食に関する学習機会を設けます。 

◎ ０歳から 18 歳までの医療費助成や保育料の減免を継続します。【3-1-8】 

 

 

目指す目標像 
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施策の方針２ 親と子が共に学び育つ環境づくり 

◎ 保育園、小学校、中学校の連携のもと、ＩCＴを活用した授業やＡＬＴによる外国語習得な

どを含め、年齢に応じた教育・体験による総合的な学びの場と機会づくりを推進します。

（※広域連合事業含む。）【3-1-4】 

〇 いきいきこども館事業や放課後子ども教室実施などによる、家庭と地域の教育力向上に努め

ます。 

◎ ふれあいサロンの活用や子どもの居場所づくりなど、住民の子育て支援活動に取組みます。

【3-1-2･3-1-6･3-1-7】 

 

施策の方針３ すべての子どもたちが安心して育つための安全な環境づくり 

○ 通学路の安全確保やチャイルドシート利用啓発など、子どもの交通安全確保に関する活動を

推進します。 

〇 「こども 110 番の家」や防犯パトロールの実施による、子どもを事件や災害の被害から守る

ための活動を強化します。 

〇 子どもたちの集いの場の整備やスクールカウンセラーによるいじめ対策の充実など、子ども

たちの健全な遊び・学びの環境づくりを支援します。（※広域連合事業含む。） 

 

施策の方針４ 多様な子育て家庭を支援する専門的な取組の充実 

○ 児童の虐待防止対策の充実のため、子育て支援センターや要保護児童対策地域協議会を中心

とした、相談体制や学習機会の充実を図るとともに、関係機関との連携を強化します。 

〇 障がいのある児童や配慮が必要な子どもへの支援のため、福祉医療費の他、保育園・小学

校・中学校・教育委員会・保健師等の関係機関が連携した支援に取り組みます。（※広域連

合事業含む。） 

◎ ひとり親家庭や多子世帯等に対し経済的支援のみならず、保護者に対する就業対策など生活

全般にわたる支援強化に努めます。【3-1-3・3-1-8】 

 

 

【住民の声】 

〇 子ども数は少ないが、子育て支援は非常に手厚いと感じている 

〇 親が安心して働けるような子どもの見守り体制の充実を望む 

 

 

主な関連計画 

 第 2期和束町子ども・子育て支援事業計画（令和 2年３月） 

第 2次和束町地産地消推進計画（平成 30年 3月） 
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基本施策５ 高齢者対策の充実 

【担当課】福祉課  

［現状と課題］ 

◇ 今後さらに高齢化が進み介護需要度の増加が見込まれる中、高齢者住み慣れた地域で自分ら

しく安心して暮らせるまちづくりを目指し住民・事業者・行政が協働した取組が必要です。 

◇ 和束町では、社会福祉協議会やボランティアを中心に様々な介護予防事業や生活支援サービ

スに取組んでいます。 

◇ しかしながら、高齢化率は 46％を超え、介護予防とともに要介護者に対するサービス需要

はますます増加することが想定されます。 

◇ 今後とも、介護予防の充実とともに、自立した高齢者の生活を支え、必要な人への介護サー

ビスが提供できる体制づくりがさらに求められています。 

 

 

 

  いつまでも、安心と生きがいに満ちた生活が送れる、支え合いの茶源郷を目指します。 

 

施策の方針１ 支え合いの仕組みづくり 

◎ 地域包括ケアシステムの中心となる地域包括支援センターにおいて、高齢者等の健康・生

活・保健・医療・福祉等、包括的な支援に取組みます。【4-2-2】 

◎ 地域における住民同士のつながりや支えあいの仕組みを強化するため、自治会、民生委員ボ

ランティア等と一体となった、連携・支援強化の仕組みづくりを推進します。【4-2-2】 

◎ 高齢者が住み慣れた地域で暮らすことができるよう、在宅医療・介護サービスの一体的提供

体制づくりや、かかりつけ医の普及・啓発に努めます。【4-2-2】 

◎ 身近な地域で、悩みや困りごと、サービス等に関する相談が行えるよう、町・地域包括支援

センター・社会福祉協議会の他、関係機関・団体との連携強化に努めます。【4-2-2】 

〇 就労を通じた生きがいづくりを支援するため、各種団体に働きかけ、就労の機会の確保に努

めます。 

 

施策の方針２ 健康づくり・介護予防の推進 

◎ 老人クラブやふれあいサロンの他、高齢者の豊かな経験や知識・技能を活かせる場や機会を

つくり積極的な社会参加を促進します。【3-1-7】 

◎ 高齢者の介護予防や社会参加とともに、子どもや若者の学びの場づくりになることを狙いと

し、保育所や学校、あるいは生涯学習活動を介した、世代を超えた様々な交流機会の創出に

努めます。【3-1-7・4-2-3】 

〇 健康寿命の延伸に向けて、自らの生活習慣を見直し健康的な生活が維持できるよう、関係機

目指す目標像 
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関と住民が一体になった健康づくりを推進します。 

〇 新型コロナウイルス感染症のみならず、高齢者にとってリスクが高い感染症に対し、正しい

知識を持って予防対策が実践できるよう働きかけるとともに、関係機関と一体となったまん

延防止対策に努めます。 

 

施策の方針３ 高齢者への多様な支援の充実 

○ 今後増加が予想される認知症の予防、早期診断・早期対応の対策や、認知症に対する人材養

成や徘徊ＳＯＳネットワークといった、地域ぐるみでの対策を進めます。 

〇 高齢者の尊厳と権利を守るため、日常生活自立支援事業や成年後見制度の利用促進に努めま

す。 

◎ 普段の生活が快適に安全に過ごせるよう、ハード・ソフト両面の多様な生活支援サービスの

提供に努めます。【4-2-2･4-2-3】 

〇 高齢者本人のみならず、家族介護者等に対する生活支援を充実します。 

 

施策の方針４ 介護予防・日常生活支援総合事業の充実 

○ 利用者が自らの身体状況等に応じた自立支援・重度化防止に必要なサービスを選択できるよ

う、住民ニーズの把握や、サービスの周知・充実に努めます。 

 

施策の方針５ 介護保険事業の充実 

○ 要介護者の状況に応じ、居宅サービス、施設サービスが適切に利用できるように、サービス

提供基盤の確保に努めます。 

〇 介護サービスの質の向上を図るため、ケアマネージャーや介護職員への情報提供や研修体制

の強化に努めます。 

〇 サービス利用者の適切なサービス利用確保と介護給付費や介護保険料の抑制のために、要介

護認定の適正化や縦覧点検・医療情報との突合といった、介護給付適正化の取組を強化しま

す。 
 

【住民の声】 

〇 高齢者と子どもたちの交流の場や機会がもっと増えればいい 

〇 老後は団地に住みたい（町の中心部で便利なところ） 

 

主な関連計画 

 和束町第９次高齢者保健福祉計画及び第 8期介護保険事業計画 
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基本施策６ 障がい者支援の充実 

【担当課】 福祉課 総務課 税住民課 相楽東部広域連合教育委員会学校教育課・生涯学習課 

［現状と課題］ 

◇ 障がいの有無に関わらず、誰もが個人の尊厳が重んじられ、社会のあらゆる分野に参加する

機会が提供される必要があります。 

◇ 和束町及び相楽東部広域連合では、バリアフリーのまちづくりや就労支援に取組むととも

に、障がい児教育については特別支援学級を中心に特別支援教育を推進しています。 

◇ しかしながら、様々な障がい者を支えるマンパワーが必ずしも十分とは言えない状況にあり

ます。 

◇ 障がい者が可能な限り地域で自立して暮らせるよう、支援体制を充実していくことが求めら

れます。 

 

 

 

 

  障がいがあっても地域全体で支え合い、共に豊かに安心して過ごせるまちを目指します。 

 

 

施策の方針１ 支え合いの実現に向けた支援の推進 

○ 障がい者や障がい者福祉のことを住民がより理解するために、意識啓発・広報活動の充実

や、障がいのある人とない人の日常的な交流・ふれあいの一層の拡大に努めます。 

〇 障がい者スポーツ振興の機運が高まっており、スポーツ・レクリエーションや芸術・文化・

余暇活動への積極的な参加を促進します。 

〇 地域共生社会の実現に向けて、障がい者を支援するボランティア活動とともに、障がい者も

可能な範囲で支える側になれるよう、障がい者のボランティア活動への参加を促進します。 

 

施策の方針２ 障がい者の特性・ニーズを踏まえた支援の推進 

○ 障がいの原因となる疾病等の予防と早期発見・早期対応につながるよう、各種健診やリハビ

リテーションの充実といった健康・保健事業の推進とともに、家族への各種支援の強化を図

ります。 

〇 障がいや発達の遅れで支援が必要な幼児を可能な限り受け入れる体制確保のため、就学前教

育・保育、小中学校における特別支援教育、さらには生涯学習の充実等、年齢に応じた教

育・育成環境の充実を図ります。（※広域連合事業含む。） 

〇 働く意欲や能力を持った障がい者の一般就労に向けて、ハローワークをはじめ近隣市町村と

の連携のなか、障がい者雇用を促進していきます。 

目指す目標像 
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施策の方針３ 安心して暮らせる地域づくりの推進 

○ 「バリアフリー新法」や「京都府福祉のまちづくり条例」に基づき、公共施設等のバリアフ

リー化とともに、ユニバーサルデザインの考え方も取り入れたまちづくりを推進します。 

〇 障がい者がより安全で快適な場所で生活できるよう、一人ひとり状況を踏まえた相談に応じ

ます。 

〇 障がい者を事故や被害から守るため、危険な箇所への交通安全施設の整備や、警察等の関係

機関や各種関係団体との連携のもと安全体制の充実に努めます。 

 

施策の方針４ サービス提供基盤の整備 

○ 「障害者総合支援法及び児童福祉法の改正」に伴う新たな制度の周知と、公平で透明性のあ

るサービス提供体制の整備を進めます。 

○ 各種サービスや権利擁護などについて、身近な地域で気軽に相談できる体制づくりに努めま

す。 

〇 サービス提供事業者への研修や利用者のモニター制度等によるサービスの質の向上と、各種

課題に柔軟に対応できるよう社会福祉協議会、教育委員会等と連携したネットワーク体制の

確立をめざします。 

 
 

【住民の声】 

〇 空き家を活用したグループホームがあればいい 

〇 障がい者には、障がいの状況や内容に即したきめ細やかな対応をして欲しい 

 

 

主な関連計画 
  

第 6期障がい福祉計画・第 2期障がい児福祉計画（令和３年３月） 

和束町障害者活躍推進計画（令和２年 12月） 
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数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標指標 

（ＫＰＩ） 

現状値 

（2019 年度） 

目標値 

（2026 年度） 

紐づけられる

（基本施策） 

企業・職場・学校での人権啓発事業 3 回 6 回 
基本施策１ 

人権尊重 

審議会などにおける女性委員 

の割合 
15.5％ 40,0% 

基本施策１ 

人権尊重 

ボランティア団体登録者数 86 人 94 人 
基本施策 2 

地域福祉 

出生数 13 人 15 人 
基本施策 4 

子育て支援 

低年齢保育所入所率（０歳児） 23％ 23.５% 
基本施策 4 

子育て支援 

         （１歳児） 73％ 73％ 
基本施策 4 

子育て支援 

         （２歳児） 91％ 91％ 
基本施策 4 

子育て支援 

ふれあいサロン参加者数 1,056 人 1,100 人 
基本施策 5 

高齢者対策 
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Ⅱ 生きる力を育む教育と 

生涯にわたった学びの郷 

 

基本施策１ 学校教育の充実 

基本施策２ 生涯学習の充実 

基本施策３ 国内外の交流と国際化への対応 

基本施策４ 歴史文化の保全と継承 
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基本施策１ 学校教育の充実 

【担当課】 総務課 相楽東部広域連合教育委員会学校教育課 

［現状と課題］ 

◇ 学校教育は、学力や健康・体力の育成をめざすとともに、生命や人権を尊重する心、他人を

思いやる心等豊かな人間性を育むものでもあります。 

◇ 和束町では、笠置町、和束町及び南山城村で相楽東部広域連合を設立し、教育委員会の設置

及び運営を行っています。 

◇ 相楽東部広域連合では、小規模校の特性を活かし地域と連携したふるさと教育の醸成、道徳

教育等による豊かな人間性の育成にも取り組んできました。また質の高い教育による学力向

上とともにＩＣＴ教育への環境も整えてきました。 

◇ しかし、児童生徒減少により、学校間連携（交流学習、合同学習や小中連携授業）の重要度

が増しています。 

◇ 今後とも、小さな学校としての特色を最大限活かし、次代の地域を支え、これからの社会づ

くりに貢献できる人間の育成に努める必要があります。 

 

 

 

 

児童生徒の質の高い学力、健康や体力の育成とともに、生命や人権を尊重する心、他人を

思いやる心等豊かな人間性を育み、自然や歴史・茶文化の学習等により、「我がふるさとを

愛する心」を育むことをめざします。 

 

 

施策の方針１ 学力の充実・向上と個性や能力の伸長 

〇 生徒指導や中一ギャップの解消に効果のあった小・中学校の連携を深め、調和と統一のある

教育内容を確立し、学力向上と希望進路の実現につながる指導の充実を図っていきます。

（※広域連合事業） 

◎ 基礎・基本の確実な定着、活用力・対応力の育成、学ぶ意識や楽しさを感じられる多様な学

びを推進します。（※広域連合事業）【3-2-1】 

〇 課題（領域・観点等）と目標（数値化）の共有、組織による実践に努めます。（※広域連合

事業） 

〇 少人数教育の指導方法・体制の工夫改善を進め、教育相談、進路面談や個性を伸ばす教育の充

実に努めます。（※広域連合事業） 

◎ ふるさとに愛着と誇りをもてるように町の茶業・茶文化や農業、歴史等について学び、地域の

人材や資源を活用したふるさと教育の充実を図ってきます。（※広域連合事業）【3-2-2】 

目指す目標像 
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○ 国際的な視野を身につけられるよう外国語指導助手（ALT）の活用を図ります。（※広域連合事

業） 

 

施策の方針２ 豊かな人間性の育成と健康や体力の向上 

○ 児童生徒の健全育成をめざしながら、いじめの未然防止と不登校児童生徒への組織的・計画

的な支援に努めます。(※広域連合事業)  

◎ 恵まれた自然や地域の産業、伝統文化、人材等を積極的に活用した相楽東部（広域連合）な

らではの魅力ある学校づくりを進めます。（※広域連合事業）【3-2-2】 

〇 「部落差別の解消の推進に関する法律」「障害者差別解消法」「ヘイトスピーチ対策法」等差

別のない社会の実現を目指す法律を踏まえた人権学習の充実を図っていきます。（※広域連

合事業） 

〇 児童生徒の体力向上の取組や健康増進に関する教育と食育の充実を図っていきます。（※広

域連合事業） 

 

施策の方針３ 住民の信頼を高める学校づくり 

〇 学校と地域住民等が力を合わせて学校運営に取り組む「コミュニティ・スクール（学校運営

協議会制度）」と「地域学校協働活動」の導入による学社連携の充実を図っていきます。 

 （※広域連合事業） 

〇 研修機会の充実による教員一人ひとりの「教師力」の向上と教職員と児童生徒と向き合う時

間の確保に努めます。（※広域連合事業） 

 

施策の方針４ 学校を取り巻く環境づくり 

〇 老朽化した学校施設・設備の整備の改修を進めていきます。（※広域連合事業） 

〇 「相楽東部広域連合通学路交通安全プログラム」に基づいた通学路の安全確保の推進を図ってい

きます。（※広域連合事業） 

〇 グラウンド等の学校施設･設備を地域住民等に開放します。（※広域連合事業） 

 

 

【住民の声】 

〇 小さいまちだからこそできる“ユニークな子ども教育のまち”にすべき 

〇 教育委員会が広域連合なので、広域での取組み事業があることが特徴である 
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基本施策 2 生涯学習の充実 

【担当課】 総務課 地域力推進課 相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課 

［現状と課題］ 

◇ 急激な社会経済情勢の変化とニーズや価値観の多様化が進む中で、生涯を通じて健康で文化

的な生活の追及や自己実現を図ることが求められています。 

◇ 和束町、笠置町及び南山城村により設立された相楽東部広域連合において、それぞれが有す

る社会教育・社会体育施設等の資産を有効に活用することで、３町村が人的交流を深め、新

たな生涯学習活動が活発化してきています。 

◇ しかしながら、事業主体においては、広域的な住民を対象とするため、実施する側、参加す

る側ともに人的・時間的ロスや物理的ロスが発生するデメリットがあります。 

◇ 今後もこうした活動を支援し、「いつでも、どこでも、誰もが楽しく学習できる」環境づく

りを積極的に整備推進し、また子どもを育てる社会環境を構築し、「社会の絆」を活かした

豊かな地域社会の形成を推進することが必要です。 

 

 

 

生涯にわたり多様な学習活動を主体的に行える環境整備と人材育成をめざすとともに、社

会教育関係団体等との連携や協働参画、生涯を通じて年齢や体力等環境に応じたスポーツ

の機会があるまちをめざします。 

 

 

施策の方針１ 生涯学習拠点の整備 

〇 広く住民へのアプローチの促進を図りながら、３町村それぞれが有する施設の相互活用等による

生涯学習活動の拠点整備に努め、その活動成果の発表等の鑑賞の場を提供します。 

（※広域連合事業含む） 
 

施策の方針２ 生涯学習プログラムの充実 

〇 ３町村の広域的な住民の交流による地域の活性化に繋がる多様な生涯学習機会を提供するための

学習内容・場所、受講体制の充実に努め、情報の周知の徹底を図ります。（※広域連合事業） 

〇 人材バンクの設置等、地域の指導者の確保と生涯学習ボランティアの育成を図り、生涯学習の振

興に努めます。（※広域連合事業） 

 

 

 

 

目指す目標像 
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施策の方針３ 学習リーダーの育成と自主運営への支援 

〇 住民の自主的な生涯学習活動に対する支援及びリーダー人材の発掘、育成に努めます。 

（※広域連合事業含む） 

 

施策の方針４ 家庭や地域社会の教育力の向上 

〇 放課後子どもプランを推進し、社会奉仕体験活動や自然体験活動等、学校外活動の充実と家庭・

地域・学校の連携強化に努めていきます。（※広域連合事業含む） 

◎ 和束地域学校協働本部と各校のコミュニティ・スクール（学校運営協議会）との密接な連携のも

と、子どもを守り育てる環境づくりを図ります。（※広域連合事業）【3-1-6】 

 

施策の方針５ 生涯スポーツの振興 

〇 誰もが心身ともに健康な生活を送ることができるようなスポーツ機会の提供に努めます。 

 （※広域連合事業含む） 

〇 地域の特色あるスポーツ活動を推進する団体の育成に努めます。（※広域連合事業含む） 

〇 地域スポーツによる地域の活性化と人材育成を図るとともに、学校との連携によるスポーツ振興

に取組みます。（※広域連合事業含む） 

〇 ライフステージやライフスタイルに応じたスポーツを実践できる活動支援と環境整備に取り組み

ます。（※広域連合事業含む） 

〇 子どもから高齢者まで誰もが、身近でスポーツに親しめるよう、既存スポーツ施設の改修等と必

要な人材の確保に努めます。（※広域連合事業含む） 

 

【住民の声】 

〇町民運動会を復活させる 

〇Ｂ＆Ｇの料金を下げてもっと使いやすくしてもらいたい 
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基本施策３ 国内外の交流と国際化への対応 

【担当課】 総務課 地域力推進課 農村振興課 相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課 

［現状と課題］ 

◇ 国内のみならず国際的な交流はこれからの潮流であり、世界に目をむけた展開が求められま

す。 

◇ 和束町では、茶摘み体験やトレッキングなど交流人口拡大をめざした取組、またそれに対応

するための他国言語の習得機会を設け、積極的なインバウンド対策にも取組んできました。 

◇ しかしながら、まちの活性化には豊かな自然・文化・歴史を活かしながら、さらに都市住民

や外国人との交流を深め、町民自らは和束町の文化の再認識、国際化への対応が必要です。 

◇ 今後とも、催し内容の充実・発展を図り、和束町でしか体験できない交流活動の展開が必要

です。 

 

 

 

 

和束町の文化を世界に発信するとともに、茶業や茶文化の発信と「和束茶」の知名度を上

げ、交流の町づくりをめざします。 

 

 

施策の方針１ 国際交流体験への支援 

〇 国際的な視野を身につける社会教育の場での外国語指導助手（ＡＬＴ）の活用を図ります。 

（※広域連合事業） 

〇 国際化に対応するため、語学学習講座を活用した国際理解と異文化交流による体験を支援します。

（※広域連合事業含む） 

〇 留学やホームステイなどの国際交流体験により、他国の知識を深めながら、日本の生活文化につ

いて再認識する機会の創出を支援します。 
 

施策の方針２ 茶をテーマにした交流事業推進 

◎ 和束町の茶業や茶文化を活かし、本町を訪れた人が癒しを感じ元気になれる、茶をテーマにした

交流事業の推進を図ります。【2-1-7】 

◎ 茶文化や歴史等のほか、お茶の生業景観に関する情報を発信し、和束茶の地域ブランドを確立す

ることで、交流人口のさらなる拡大を図ります。【2-1-4･2-1-8】 

 

 

目指す目標像 



25 

 

施策の方針３ 農村体験の機会や場所づくり 

〇 田園回帰の時代の中で、農村と都市との交流の推進による関係人口の増加を図るため、農村体験

の場所創出を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

和束町の最大のイベントで、毎年開催さ

れている「茶源郷まつり」 

コラム 

＜茶源郷和束 PR 大使による茶畑コンサート＞ 

茶源郷和束ＰＲ大使による音楽イベント 

 

（町ホームページより） 

＜茶源郷まつり＞ 
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基本施策４ 歴史文化の保全と継承 

【担当課】 地域力推進課 相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課  

［現状と課題］ 

◇ 歴史・文化は時代を紡いで育まれ継承されてきたものであり、大切な共有財産として次代に

継承していけるよう、その保全と活用を図る必要があります。 

◇ 和束町では、歴史講座、古文書講座、展示会等の実施、報告書の発刊等により、住民が町の

歴史を知る機会を提供し、また未指定文化財のリスト化などに取り組んできました。 

◇ しかしながら、歴史文化財の保護に関わる施策では未実施もあり、必ずしも計画通りの取組

には至っていない面もあります。 

◇ 今後とも、和束町史の編さん事業を活用しながら、相楽東部広域連合の所管とする生涯学習

や学校教育の場だけでなく、観光等多くの機会を通じて和束の魅力を再発見できる環境整備

が求められます。 

 

 

 

 

歴史文化遺産を通じて、和束町への誇りと郷土愛を育み、伝統と歴史を学び、次世代に伝

えるまちをめざします。 

 

 

施策の方針１ 町の歴史の学習及び整理と体系化 

◎ ふるさと歴史講座や展示会の開催等により和束町の自然、歴史、文化を学習する機会の充実を図

ります。（※広域連合事業）【3-2-3】 

◎ 地域のガイドボランティアの育成を推進します。（※広域連合事業含む。）【2-1-14】 

〇 和束町の歴史文化を後世に伝承していけるよう、情報の収集・整理と体系化に努め、住民の興味

や関心を高めながら、町歴編さん事業を推進します。（※広域連合事業） 

〇 住民自らが故郷を知る”運動として、さらに、移住者や町外の方にも和束や周辺地域の良さを知っ

ていただく方策として、相楽３町村くらいの広がりで、「ふるさと巡りツアー」の定期開催を検討

します。 

 

 

施策の方針２ 歴史文化財の保護 

〇 文化財を活用した地域活性化の歴史文化遺産の現状確認とデータベース化を進め、保存・展示場

所の確保に努めます。（※広域連合事業） 

〇 重要歴史文化財の相楽東部広域連合指定文化財指定の推進を図ります。（※広域連合事業） 

目指す目標像 
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施策の方針３ 文化的景観と重要伝統的建造物群の保存計画の策定 

〇 生業景観を将来へと継承するための文化的景観の選定調査と保存計画を策定します。 

 

 

 

【住民の声】 

〇歴史と文化に対して住民が興味を持つような資料館や図書館が必要 

 

 

主な関連計画 

 和束町景観形成計画（平成 28年 6月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コラム 

和束町には、多くの歴史・文化的遺産が残されています。 

 

＜「多宝塔」(1298年)＝重文＞ 

（町ホームページより） 

ージより） 

＜「石造宝篋印塔」（1300年）＝重文＞ 

（和束町活性化センターホームページより） 

＜「弥勒磨崖仏」（1300年）＞ 
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数値目標 

 

 

 

  

目標指標 

（ＫＰＩ） 

現状値 

（2019 年度） 

目標値 

（2026 年度） 

紐づけられる

（基本施策） 

スポーツ大会の開催 14 回 15 回 
基本施策２ 

生涯学習の 

充実 

語学学習講座等参加者数 123 人 150 人 
基本施策３ 

国内外の交流 

歴史講座の開設数 ４回/年 6 回/年 
基本施策４ 

歴史文化の 

保全と継承 
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Ⅲ 自然と共生し、安心・安全な郷 

 

基本施策１ 防災・防犯体制の充実 

基本施策２ 河川環境の整備 

基本施策３ 上・下水道の整備 

基本施策４ 森林保全 

基本施策５ 環境と共生した生活スタイルの確立 
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基本施策１ 防災・防犯体制の充実 

【担当課】 総務課 福祉課 

［現状と課題］ 

◇ 住民の安全・安心を確保することは、まちづくりの基本となります。 

◇ 和束町では、地域防災計画に基づき各種防災対策を講じ、防災マップも改定し住民への周知

に努めています。また、学校や警察等関係機関との連携のもと、防犯意識の高揚や防犯活動

に取組んでいます。 

◇ 近年、激甚化し頻発している自然災害を想定し、地域防災体制の強化と住民と連携した避難

行動の円滑化が必要ですが、高齢化が進展し、若年層人口も減少しており、、消防団員の確

保等、自主的な防災・防犯体制の確保が困難な状況です。 

◇ 今後、防災・防犯体制を強化するためには、住民及び関係機関との連携を密にしながら、地

域ぐるみでの取組みを強化していく必要があります。 

 

 

 

 

  自然災害等に対する十分な備えを講じるとともに、複雑化する社会にも対応した子どもから 

高齢者までみんなが安全に安心して暮らせるまちを目指します。 

 

 

施策の方針１ 防災体制の整備 

○ 「地域防災計画」に基づき、災害時の迅速な避難・救助体制の強化を推進します。 

○ 防災行政無線による緊急時における情報伝達システムの充実を図ります。 

〇 消防団の機動力を高めるとともに、消防団ＯＢ等の活用も含めた、自主防災組織の体制の強

化を図ります。 

〇 要配慮者の支援ネットワークによる、災害時や緊急時の対策を強化します。 

〇 町職員の災害危機対応能力の向上及び業務上のリスクマネジメント体制を強化するため、危

機管理演習等の訓練実施を検討します。 

 

施策の方針２ 災害時への備えの充実 

○ 防災用機材と生活機材の適正な備蓄と更新に努めます。 

○ 防災パトロールによる危険個所の把握に努め、災害の未然防止に努めます。 

◎ 防災マップや水害等避難行動タイムライン等を活用し、住民への防災意識向上に取組みま

す。【4-3-1】 

〇 未耐震の公共施設の耐震化や、木造住宅の耐震化補助を実施します。 

目指す目標像 
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〇 消防団員の安全対策と防災用資機材及び生活資材の適正な備蓄に努めます。 

 

施策の方針３ 防犯意識の高揚 

○ ＰＴＡや民生委員等との連携による児童・生徒の見守りや、警察と連携した防犯教室等の開催を

推進します。 

○ 広報や各種講座等による住民の防犯意識の高揚に努めます。 

 

施策の方針４ 防犯活動の展開 

○ 地域ぐるみの防犯活動や、子どもの見守り活動、暴力追放運動等をより一層取り組みます。 

○ 和束町青少年育成委員会の活動支援による、犯罪の低年齢化や青少年の非行防止活動の強化に努

めます。 

〇 犯罪被害者や家族のための相談窓口の整備を支援します。 

 

 

【住民の声】 

〇 家の前で遊ぶことができる安全なまちである 

〇 犯罪が少なく安心して住むことができる 

 

 

 

主な関連計画 
  

和束町地域防災計画（平成 31年４月） 

 和束町国土強靭化地域計画（令和２年 6月） 

 和束町国民保護計画（平成 19年 3月） 
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基本施策２ 河川環境の整備 

【担当課】 農村振興課 建設事業課 

［現状と課題］ 

◇ 河川は生活と深く関わるとともに、地域の景観を構成する大きな要素であり、一方地域の環

境状態を象徴する面も有しています。 

◇ 和束町では京都府と連携し、森林環境を守るための間伐事業や和束川の浚渫とともに、河川

環境を守るための下水道、合併浄化槽普及やボランティア活動と連携した川の清掃活動に取

り組んでいます。 

◇ しかしながら、山林の荒廃による保水能力の低下や、急傾斜地での崩壊の恐れもみられてい

ます。 

◇ 今後とも、森林の保全ととともに、和束川の環境を守るため、住民・事業所等と一体となっ

た環境対策に取り組んでいく必要があります。 

 

 

 

 

  きれいな河川環境の保全のために、住民・事業所等が一体となり、誰もがきれいな河川に 

親しめる空間の創出を目指します。 

 

 

施策の方針１ 森林の保水機能の整備 

○ 山林の保水能力を維持し、河川水量を保つため、人工林の保育及び広葉樹林への転換に対する支

援を行います。 

 

施策の方針２ 水害の防止 

○ 国土強靱化計画に基づき、緊急浚渫事業などを活用した河川疎通能力の向上を促進します。 

 

施策の方針３ 水質の改善 

○ 河川の水質を改善するため、茶畑の減肥など、環境にやさしい農業を推進します。 

○ 公共下水道の接続促進に努めるとともに、浄化槽普及の促進を図ります。 

 

 

 

目指す目標像 
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施策の方針４ 河川環境の整備 

〇 町のシンボルである和束川の環境を保全し、河川に親しめる空間づくりのため、散策路の整備や

清掃などボランティア等と協力した環境整備の促進に努めます。 

〇 子どもたちの環境学習の場として、森林、茶畑、河川環境についての学習機会づくりを推進しま

す。 

 

 

【住民の声】 

〇 豊かな森林や清流は自慢できる 

 

 

主な関連計画 
  

 和束町国土強靭化地域計画（令和２年 6月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「木津川を美しくする会」が昭和

48 年に木津川沿線の自治体で構

成され、50 年に近い活動が展開

されています。 

コラム 

（木津川を美しくする会ホームページより） 
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基本施策３ 上・下水道の整備 

【担当課】 建設事業課 農村振興課 

［現状と課題］ 

◇ 水道水の安定供給や下水道の整備は、住民が安全・安心に暮らすための日常生活のライフラ

インとして大きな役割を担っています。 

◇ 和束町では、、公共下水道への接続促進、合併浄化槽設置への支援などに取り組んでいま

す。 

◇ しかしながら、施設の老朽化が進んでいるところや、下水道本管への接続が進まないとこ

ろ、あるいは浄化槽の設置が十分ではないところが見受けられます。 

◇ 今後とも、きれいで豊富な水資源を維持するためには、水の循環システムだけでなく、私た

ち一人ひとりが節水に努め、川を汚さないなど、自然を大切にする生活を心がけていく必要

があります。 

 

 

 

 

  安全でおいしい水の確保と、きれいな水環境を創りあげていくため、住民の誰もが環境との 

共生意識をもったまちづくり進めます。 

 

 

施策の方針１ 水道施設の改良と管理 

○ 簡易水道の水質管理の継続とともに、西和束地域水源内の老朽配管の整備を促進します。 

 

施策の方針２ 水道事業の健全な運営 

○ 簡易水道事業の健全な運営のために、料金改定や企業会計等の導入を進めます。 

 

施策の方針３ 公共下水道事業の推進 

○ 共用を開始した地区に対して、未接続世帯の下水道本管への接続を促進します。 

 

施策の方針４ 浄化槽の普及促進 

〇 合併浄化槽の設置の推進と支援を継続し、水洗化の普及に努め、住み良い環境づくりを進めます。 

 

目指す目標像 
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【住民の声】 

〇 下水道完了地区は 100％接続を推奨すべき 

 

 

主な関連計画 
  

和束町簡易水道事事業戦略（平成 29年～平成 38年） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町では、雨水の有効活用のために、

雨水貯留施設整備に関して補助制

度を設けています。 

コラム 

（町ホームページより） 

＜雨水貯留施設＞ 
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基本施策４ 森林保全と治山・治水 

【担当課】 農村振興課 建設事業課 

［現状と課題］ 

◇ 森林は、水源かん養、自然災害の防止、水質の浄化、多様な生物種の保護等の効用に加え、

地球温暖化対策の面からも重要な役割を果たしています。 

◇ 和束町では、森林の間伐や保育事業に取組むとともに、民間企業も参画している京都モデル

フォレスト運動の導入や、木材を使ったイベントへの取組みを行っています。 

◇ しかしながら、森を守る担い手の不足は深刻な状況であり対策が必要です。また、水源かん

養や自然災害防止にもつながる土壌の強化等について課題があります。 

◇ 今後とも、川を守り海を育てる森の役割を果たすために、関係機関との連携のもと、森林保

全に関する意識の啓発や、基盤整備を促進していく必要があります。 

 

 

 

 

  和束町を形成する背景として貴重な自然財産であり、また、人々の暮らしを災害から守る森 

として、森林環境保全の取組みを進めます。 

 

 

施策の方針１ 森林保育に対する支援の充実 

○ 森林保全を図るため、間伐等の森林保育事業について、京都モデルフォレスト運動の積極的な受

け入れを継続します。 

〇 森林保育に対する補助事業等、和束町森林組合に対する支援の充実に努めます。 

〇 森林環境譲与税を活用し、森林所有者への適切な森林管理による森林機能の向上を促進します。 

〇 豊かな森を育てる府民税交付金を活用し、京都府内産木材製品の導入等、森林資源の利用を促 

進します。 

〇 原木しいたけ等、林産物の振興を図ります。 

 

施策の方針２ 治山・治水事業の推進 

〇 荒廃森林の整備のため、地籍調査等による所有者の確定に努めます。 

〇 山地崩壊や土砂流出を防止するため、山地崩壊危険個所の改修事業を推進します。 

 

 

 

 

目指す目標像 
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施策の方針３ 林業活性化への支援 

〇 和束町森の探検隊など、森林施業に携わるボランティアの育成を促進します。 

〇 間伐材の加工品等への有効活用について、各種セミナーの開催やイベント等を通じた普及活動に

努めます。 

 

 

【住民の声】 

〇 自然環境のすばらしさがまちの財産である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

森林は、地球温暖化の上からも重要な役割を担うとともに、山で

生まれ水が川を経て、海の豊かな環境を守ることにもつながって

います。 

コラム 

＜鷲峰山＞ 

（町ホームページより） 
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基本施策５ 環境と共生した生活スタイルの確立 

【担当課】 農村振興課 相楽東部広域連合環境課 

［現状と課題］ 

◇ 地球温暖化の問題に象徴されるように、環境問題は地球レベルの喫緊の課題でもあり、住民

一人ひとりに課せられたテーマでもあります。 

◇ 和束町では、電動式ごみ処理機やコンポストの導入等、ごみの堆肥化や減量化に取組むとと

もに、資源ごみのリサイクルや環境美化とともに、ボランティアによる清掃やパトロール活

動を行っています。 

◇ 和束町の美しい景観と豊かな自然環境を次世代に守りつなげていくために、住民の生活や事

業者の活動を、どのように自然環境に適応したものとするかが課題です。 

◇ 今後とも、住民・事業者とともに、一人ひとりの課題としてできるものから実践するという

取取組みが必要となります。 

 

 

 

 

  “環境先進地の郷”を目指し、住民の日常生活からの取組みとともに、住民・事業者・行政 

が一体となり、まちぐるみで環境問題に取り組んでいきます。 

 

 

施策の方針１ 資源化・リサイクルの推進 

○ 省資源化・リサイクルについて、住民や事業所の理解と実践を図るとともに、多様な学習機会を

設け、意識の啓発に努めます。（※広域連合事業含む） 

〇 区・自治会や団体が主体的に行うリサイクル活動を促進します。 

〇 家庭ごみの堆肥化と、有機栽培への転用による給食・配食サービスへの食材提供といった活用を

促進します。 

 

施策の方針２ 環境にやさしい商品提供と消費 

○ ＪＡ・商工会等と連携した省資源、リサイクル型商品の提供推進 

〇 消費者の環境に対する意識を高め、環境や健康に配慮した商品や簡易包装を志向する消費を促進

します。 

 

 

 

 

目指す目標像 
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施策の方針３ 不法投棄防止対策の強化 

○ 不法投棄に対するパトロール体制の強化に努めます。 

〇 住民やボランティア活動による河川の環境美化運動を支援します。 

 

施策の方針４ 低炭素化の推進 

○ 2050 年までの温室効果ガス排出ゼロを踏まえ、温室効果ガス排出量の削減、脱炭素社会実現に向

けた取組を支援します。 

〇 廃棄物の発生抑制、再使用、再資源化を推進し、ごみを出さないライフスタイル及び省エネルギ

ー推進の啓発に努めます。 

 

施策の方針５ 環境にやさしい生活の実践 

○ 環境に対する住民、行政、事業者の共通指針として、「環境基本計画」の策定に取り組みます。 

〇 学校教育、公民館活動等、あらゆる機会を捉えた、環境にやさしい生活のあり方について学ぶ場

や機会づくりに努めます。 

 

 

【住民の声】 

〇 ごみを家庭で焼くことは色々問題を引き起こしており、自己管理の徹底を望む 

 

 

主な関連計画 
  

第９期和束町分別収集計画(令和元年) 
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数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標指標 

（ＫＰＩ） 

現状値 

（2019 年度） 

目標値 

（2025 年度） 

紐づけられる 

（基本施策） 

子ども見守り隊活動を実施 

する地区数 
15 地区 15 地区 

基本施策１ 

防災・防犯体制の

充実 

公共下水道への接続 74％ 80％ 
基本施策 2 

河川 

森林ボランティアの育成 ７人 50 人 
基本施策 4 

森林保全 

ごみの年間排出量の減量 137ｔ 140ｔ 
基本施策５ 

環境共生の生活 

低公害車の導入 18 台 25 台 
基本施策５ 

環境共生の生活 
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Ⅳ お茶観光を軸とした交流の郷 

 

基本施策１ 農林業の振興 

基本施策２ 活力を生み出す商工業の振興 

基本施策３ 波及効果を高める観光・交流産業の展開 

基本施策４ 新たな産業の創出 
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基本施策１ 農林業の振興 

【担当課】 農村振興課 地域力推進課 

［現状と課題］ 

◇ 農林業は、産業面のみならず茶畑景観を創るとともに、自然環境保全の面からも重要なもの

となっています。 

◇ 和束町では茶業が地域の基幹産業であり、生産基盤の強化とともに、遊休農地を活用した有

機栽培やハーブ栽培といった新たな取組や、販売促進・ＰＲのための和束茶カフェの整備、

さらには担い手育成や、お茶の製茶加工場の整備等に対する支援を行ってきました。また、

茶畑の景観は京都府の文化的景観資産登録第１号であり、文化庁の「日本遺産」にも登録さ

れ、産業面のみならず本町の魅力を象徴するものとなっています。 

◇ しかしながら、後継者不足は深刻化し農地の荒廃もみられ、近い将来には、現状を維持する

ことが困難な状況がくることが懸念されています。 

◇ 今後は、茶業としてだけではなく、茶業×αとしての展開を他産業と絡めた中で展開してい

く必要があります。 

 

 

 

 

  “茶源郷・和束”を象徴するものとして、茶業としての生産・加工・販売の体制を強化し、 

和束茶のブランドを確立するとともに、『お茶×観光・交流』の展開により、地域産業として 

の活性化を目指します。 

 

 

施策の方針１ 生産基盤強化への支援 

◎ 茶産地としての生産規模と茶畑の保全を目指すため、遊休農地の活用、農作業受委託方式の促進、

機械化に対応した基盤整備に対する支援等の強化を行います。【1-2-3】 

○ 茶畑以外の農地についても農地保全の観点から、農作業受委託方式や生産基盤の整備を促進しま

す。 

○ 有機栽培の取組みなど、こだわりのある付加価値向上のための取組みへの支援を強化します。 

〇 農産物加工施設の整備等による新たな雇用の場づくりを推進します。 

◎ 鳥獣被害対策として防護柵等の設置、緩衝帯の整備や、猟友会等との連携による追払いや被害 

防止捕獲を推進し、被害防止に向け総合的な対策を支援します。【4-3-4】 

◎ スマート農業を促進し、農作業の省力化や技術の促進を支援します。【1-2-3】 

 

 

 

目指す目標像 
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施策の方針２ 担い手の育成と援農の推進 

◎ 新規就農者に対する給付金の支給等、新たな農業の担い手の育成に努めます。【1-1-1･1-1-2】 

○ 農繁期における援農者の受入や体験型農村民泊システムを促進し、担い手の確保に努めます。 

〇 生産から流通までを一体的に扱う新たな企業の設立や、民間企業導入への取組みを促進し、担い

手の雇用の場の拡大に努めます。 

 

施策の方針３ 和束茶ブランドの確立と多彩な販売ルートづくり 

◎ 和束茶の生産から流通までを一体的に行う企業の設立を支援します。【1-3-1】 

◎ 和束茶ブランドをさらに確立していくために、商標登録や商品の品質管理を進める事業者等に対

し支援します。【1-1-1】 

◎ 都市部の宿泊・飲食・物販等のサービス業や消費者との直接的な販売ルートづくりに努め、多彩

な販売体制の強化に努めます。【2-1-7・2-1-16】 

◎ 京都倶楽部やジェトロ京都等のネットワークを活用し、海外販路開拓や GAP 等取得による海外 

輸出に向けた取組を支援します。【1-2-1】 

〇お茶の有効成分を活かすため、健康・食品業界等と連携した展開を検討します。 

 

施策の方針４ 林業の保全及び複合的展開の促進 

〇 森林保全の取組に対する森林組合への支援や森林資源の利用促進、森林公園の環境整備を促進し

ます。 

〇 森林のフィールドを活用した教育学習の場としての取組みを促進します。 

〇 「和束グリーンファーム」によるハーブの商品開発を促進します。 

 

 

【住民の声】 

〇 和束は“本物のお茶に出会えるまち”と言える 

 

 

主な関連計画 
  

第２次和束町地産地消推進計画（平成 30年 3月） 
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基本施策２ 活力を生み出す商工業の振興 

【担当課】 農村振興課 

［現状と課題］ 

◇ 商業は、地元住民への商品やサービスの提供、工業は雇用や地域経済活性化の役割を担うも

のです。 

◇ 和束町では、地域経済の発展、地域消費の拡大を図るための活動への支援や、環境にやさし

い商業展開への支援等に取組んできました。 

◇ しかしながら、人口減少等にともない、住民の消費購買の多くは町外の大型スーパーなどに

流出し商店数は減少するとともに、工業も事業所数、従業員数、製造品出荷額のいずれも減

少傾向にあります。 

◇ 今後は、（仮称）犬打峠トンネル開通により、新たな交通流動や周辺都市圏へ時間距離の短

縮が見込まれることから、新たなビジネスチャンスとして生かす取り組みが求められます。 

 

 

 

 

 

  高齢者に配慮した住民にやさしい地域商業の展開と、（仮称）犬打峠トンネルのインパクト 

を活かした新たなビジネスの展開を目指します。 

 

 

施策の方針１ 和束町商工会への支援 

○ 地域商工業の育成を図るため、商工会活動に対する支援の充実を図ります。 

 

施策の方針２ 人と環境にやさしい商業展開への支援 

○ 高齢化社会に対応した商業サービスや、環境にやさしい商品の取り扱い及びリサイクルなどに対

する取組への支援を強化します。 

 

施策の方針３ （仮称）犬打峠トンネルの開通等を活かした企業誘致や事業の創出 

◎ （仮称）犬打峠トンネル、新名神、北陸新幹線の開通・開業に合わせて、関西、東海経済圏、北

陸などからの誘客を推進するため、都市近郊異空間の創出や提供ができる企業の誘致やポテンシ

ャルを活かした事業創出を図ります。【1-4-1】  

目指す目標像 
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【住民の声】 

〇 移動スーパーは一定の効果をもたらしている 

〇 （仮称）犬打峠トンネルの開通のインパクトを活かし企業誘致を進めるべき 

 

 

主な関連計画 
  

第２次和束町地産地消推進計画（平成 30年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和2年10月からスタート

した移動販売が、高齢者の生

活や買い物難民の方々の生

活をサポートしています。 

＜移動販売＞ 

（町ホームページより） 

コラム 
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基本施策３ 波及効果を高める観光・交流産業の展開 

【担当課】 地域力推進課 建設事業課 総務課 農村振興課 

［現状と課題］ 

◇ 観光は訪れた人々の心を和ませ安らぎを与えるとともに、住民にとっては他地域の人々との

交流により刺激や新たな価値観の醸成に繋がるものです。 

◇ 和束町では、宿泊拠点としての「京都和束荘」の改修を行ったほか、和束茶カフェのリニュ

ーアル、観光案内所の整備といったハード面とともに、茶源郷まつりの開催、民泊の受入、

ワールドマスターズゲームズマウンテンバイク競技の誘致など、インバウンド対策と合わ

せ、着実に実績を残してきました。 

◇ しかしながら、コロナ禍の問題もあり目標値には達しておらず、観光地としてのＰＲや周知

に関しても必ずしも十分とは言えない状況にあります。 

◇ 今後は、アフターコロナを見据え、受け入れ体制の充実とともに、国内外に対し、観光・交

流地としてのアピールを強めていく必要があります。 

 

 

 

 

  茶畑景観が織りなす日本のふるさととして、国内外の人が集い、「お茶と観光」が融合した 

まちづくりを目指します。 

 

 

施策の方針１ 地域の資源を光り輝かせる 

○ 東海自然歩道や町内の歴史文化資源の環境整備を進めます。 

◎ 景観条例に基づき最大の資源である茶畑景観の保全とともに、景観を楽しめる風景づくりや、茶

業の体験、お茶を味わうといった五感で楽しめる資源としての活用を促進します。 

【2-1-4・2-1-8・2-1-13】 

 

施策の方針２ おもてなしの受け入れ体制の充実 

◎ 観光客に最大限の魅力を発信するための観光ボランティアの育成に努めます。【2-1-14】 

〇 京都と奈良の間にある立地を生かした、さらなる教育旅行の誘致促進に努めます。 

◎ 緑泉コースを軸とした、茶源郷の回遊ルートの整備・充実を推進します。【2-1-8】 

◎ 森林公園をレクリエーションの拠点エリアとして位置づけた、アウトドアスポーツを中心とした

受け入れ環境の充実を図ります。【2-1-5・2-1-10・2-1-11】 

〇 お茶の京都ＤＭＯと連携した、地域づくりを支える人材やキーパーソンの育成を図ります。 

◎ （仮称）犬打峠トンネル開通のインパクトを活かした、宇治木屋線沿線での「休憩所」機能の拠

目指す目標像 
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点整備について検討します。【1-4-1】 

〇 郷土料理の掘り起こし、地域特性を生かした食文化の継承に関する取組への支援を推進します。 

 

施策の方針３ 魅力を発信するイベントと情報提供の強化 

◎ 定着してきている茶源郷まつりを、住民や各種団体が共に支えるイベントして育成し充実します。

【2-1-6】 

◎ 令和４年開催予定の「ワールドマスターズゲームズ」を機とした、国内外に向けた“アウトドアが

楽しめる和束”としてのＰＲを展開します。【2-1-5・2-1-11】 

◎ 観光案内所や茶源郷・和束ＰＲ大使のさらなる活用を推進し、広報活動を強化します。 

  【2-1-3・2-1-15】 

○ 従来のマスメディアに加え、「個対個」で情報を発信するブログやＳＮＳ等を活用した、情報発信

力の強化に努めます。 

 

施策の方針４ 関係人口創出のための仕組みづくり 

◎ ふるさと農園制度と合わせた、都市住民の週末居住を促進します。【2-1-12】 

◎ 和束産の商品の知名度の向上による、ふるさと納税の寄付額の増額への取組みを強化します。 

  【2-1-2】 

◎ ワーケーション・教育旅行等を通じた関係人口の創出を推進します。【2-2-2】 

◎ 広域的な取組として、山城地域と東京都渋谷区との連携事業を推進します。【2-1-16】 

◎ 町全体を“お茶のテーマパーク”として捉え、お茶と観光・交流を軸とした「（仮称）茶源郷・オ

ープンエアーミュージアム（茶源郷・まるごと博物館）構想」の立案を検討します。【2-1-18】 

 

 

【住民の声】 

〇 お茶のまちならではの「お茶の博物館」を創る 

〇 10 年前には考えられなかったが、観光は新たなビジネスとしての可能性を有している 

 

 

主な関連計画 
 

「お茶の京都」和束茶カフェ周辺エリア地区マスタープラン（平成 28 年２月） 

 和束町景観計画（平成 28年６月） 
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基本施策４ 新たな産業の創出 

【担当課】 地域力推進課 農村振興課 

［現状と課題］ 

◇ 従来の産業枠に捉われることなく、新たな産業や仕組みを創出し地域の総合力を高めていく

ことは、小さな自治体にとってはより重要なこととなります。 

◇ 和束町では、和束町活性化センターや地域力推進協議会等を軸に、茶業のリノベーション創

造事業や遊休地を活用した野菜の栽培促進に取組むとともに、人材育成にも取り組んでいま

す。 

◇ しかしながら、産業化していくためには、生産技術とともに販売能力を高める必要がありま

すが、生産者が全てを行うのは困難な状況にもあります。 

◇ 今後は、地域の高齢者も含め、様々な団体や機関の特性とともに、外部の知恵や知識を活か

し、新たな産業創出に向けた取り組みをさらに進めていく必要があります。 

 

 

 

 

  地域特性を十分に活かしながら、事業者及び行政がそれぞれの立場と経験と技術、発想力を 

駆使し、新たな産業起こしに取組むことを目指します。 

 

 

施策の方針１ 和束の地域特性を活かした新産業プロジェクトの創設 

◎ 「茶源郷ブランド」の開発を促進するため、地元企業や住民のものづくり団体とともに、大学の

研究機関等を組み入れた、新たなプロジェクト体制の検討を行います。【1-2-1】 

◎ 茶工場での製造工程で出る粉茶や廃棄茶葉を活用した有機堆肥を使った高付加価値野菜づくりの

構築・取組みへの支援とともに、時代に合うＳＤＧｓに沿った環境循環型農業の推進を図ります。

【1-2-2】 

 

施策の方針２ 各産業の活性化を図る交流・連携の促進 

○ 農業、商工業、観光等の異業種交流による、人材交流、技術交流、情報交流の促進を図ります。 

〇 地域産業の拠点施設を整備し、多彩な人々の交流により新たな動きや活力が生まれる取組実現  

を目指します。 

 

 

 

目指す目標像 
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施策の方針３ 新たな雇用の場の創出 

〇 地域 NPO 法人と連携しシルバー人材の育成を支援し、新たな雇用の創出を図ります。 

◎ 農業の６次産業化を推進しようとする経営体が取組みやすい環境の整備に努め、農業に関係す 

る幅広い経済活動による雇用の確保を目指します。【1-3-2】 

 

 

施策の方針４ 空き家等を活用した民間事業者への支援 

◎ サテライトオフィス、空き家・空き店舗・空き工場を活用し、新規開業者に対する支援を行いま

す。【2-2-1】【2-2-2】 

 

【住民の声】 

〇 ＵＩターン者も含め、まちづくりに関する優れた人材（プレイヤー）が多い 

〇 官民で構成された「和束町地域力推進協議会」を実効性ある組織にするべき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○○ 

＜○○＞ 

 

コラム 

写真貼付予定 

６月２６日オープンの 

農産物直売所の写真 

（施策の方針２の 2 個目の〇） 
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数値目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標指標 

（ＫＰＩ） 

現状値 

（2019 年度） 

目標値 

（2025 年

度） 

紐づけられる 

（基本施策） 

和束ブランドの開発件数（累積） 51 件 76 件 
基本施策１ 

農林業 

観光入込客数 170,429 人 300,000 人 
基本施策３ 

観光・交流産業 

観光ボランティア数 8 人 10 人 
基本施策３ 

観光・交流産業 

農業体験者数 3,616 人 4,000 人 
基本施策３ 

観光・交流産業 

和束茶カフェ入込客数 24,016 人 25,000 人 
基本施策３ 

観光・交流産業 

ふるさと納税の寄付件数 54 件 100 件 
基本施策３ 

観光・交流産業 

荒茶生産量 962ｔ 1,300ｔ 
基本施策 4 

新たな産業 
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Ⅴ 快適で美しい環境の郷 

 

基本施策１ 移住・定住促進と快適な住環境の整備 

基本施策２ 道路網の整備 

基本施策３ 公共交通システムの充実 

基本施策４ 公園・緑地の整備 
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基本施策１ 移住・定住促進と快適な住環境の整備 

【担当課】 総務課 建設事業課 地域力推進課 

［現状と課題］ 

◇ 人口減少を抑制するために、移住の推進や転出を抑制する定住施策を検討する必要がありま

す。 

◇ 和束町では、公営住宅の整備や空き家バンク制度の構築、サテライトオフィスの設置など、

移住・定住を促進する施策を進めてきました。 

◇ しかしながら、人口減少に歯止めがかからず、減少を抑制する新たな対策を講じることが求

められています。 

◇ 今後は（仮称）犬打峠トンネルの開通に伴う人口流動を見据えつつ、移住・定住対策による

受け皿づくりの整備を促進していく必要があります。 

 

 

 

 

 

自然環境やゆとりある居住空間を活かした住環境の整備を促進し、住みたい、住み続けた

い、帰ってきたいまちを目指します。 

 

 

施策の方針１ 住環境の整備・充実 

○ 地域の特性を活かした住まいづくりの展開を見据え、民間住宅の適切な誘導を促進します。 

○ 若者から高齢者までが、それぞれのライフスタイルに応じた入居しやすい町営住宅を長寿命化計

画に基づいて継続します。 

○ 空き家バンク制度を有効に活用するためのニーズの把握や情報提供を強化するとともに、新たな

空き家バンク登録を促進します。 

○ 環境に配慮した省エネルギーの高断熱・高耐久性住宅の整備による良質な住宅づくりを推進しま

す。 

 

施策の方針２ 移住・定住への支援 

◎ 移住・定住を促進するため、空き家の活用（改修）や、相談窓口の充実、各種補助制度のＰＲ等

の強化に努めます。【2-2-1・2-2-3】 

◎ 都市住民の週末居住を促進するための、広報活動に努めます。【2-1-12】 

◎ 空き家等を利用したさらなるサテライトオフィスの整備を検討します。【2-2-2】 

◎ 町内外の民間事業者のテレワークの推進に対応し、在宅可能な就業環境整備に対する支援を行い、

目指す目標像 
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移住・定住の受け皿づくりを強化します。【2-2-2】 

〇「地域おこし協力隊」の移住・定住へ向けた環境整備に取組みます。 

〇 （仮称）犬打峠開通による雇用創出や移住拡大を見据え、住環境の整備を推進します。 

 

 

【住民の声】 

〇 移住政策に対する制度設計を明確にすべき 

〇 住宅が確保しづらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

移住のお試し体験ができる地域の

交流拠点「湯船ヴィレッジハウス」 

＜湯船 ヴィレッジハウス＞ 

コラム 

（町ホームページより） 



54 

 

 

 

 

基本施策２ 道路網の整備 

【担当課】 建設事業課 総務課 相楽東部広域連合教育委員会学校教育課 

［現状と課題］ 

◇ 道路は人流・物流のいわば中枢であり、人や物の交通量に応じた適正な整備が望まれます。 

◇ 和束町では、国道 163 号から和束高橋間の道路拡幅改良や（仮称）犬打峠トンネルの着工に

取り組んできました。 

◇ しかしながら、集落を結ぶ道路など未着手の道路が多く、必ずしも十分な改良には至ってい

ない箇所も多く見受けられます。 

◇ 今後とも、人の安全と集落間のスムーズな移動確保のための道路整備を進めていくととも

に、（仮称）犬打峠トンネルの開通に合わせた沿道整備や関連道路の整備を進めていく必要

があります。 

 

 

 

 

通勤通学や生活の利便性を高める道路ネットワーク実現をめざすとともに、利用する人が

安心して通行できる快適な道づくりをめざします。 

 

 

施策の方針１ 通勤通学に便利な道づくり 

〇 和束川架橋の橋梁かけ替え等、町道・橋梁の点検・整備を推進します。 

○ 自転車・歩行者の安全確保のため、国道 163 号（木屋～銭司間）のトンネル化の早期完成を要望

していきます。 

○ 主要地方道木津信楽線（石寺高橋～信楽間）の歩道整備（狭小間拡幅）により、歩行者交通の安

全確保に努めます。 

○ 主要地方道宇治木屋線の改良及び（仮称）犬打峠トンネル完成後を見据え、地域特性に応じた総

合的、計画的な道路づくりを推進します。 

○ 一般府道和束井手線改良整備により、京田辺、城陽、井手、木津川間へのアクセスを強化します。 

○ 国道 307 号へのアクセス強化を図るため、奥山田射場線の改良整備を要望していきます。 

 

  

目指す目標像 
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施策の方針２ 人にやさしい道づくり 

〇 通学路や高齢者の安全確保を図るため、利用道路の危険箇所の改良と歩道の設置を推進します。 

○ カーブミラーや防犯灯等の交通安全施設の充実に努めます。 

○ 幼児・児童生徒や高齢者を対象にした交通安全指導を推進します。（※広域連合事業含む。） 

 

 

【住民の声】 

〇木津・信楽線の早期改良が必要 

〇オフロード自転車による危険性がある 

 

 

主な関連計画 
 

和束町橋梁の長寿命化修繕計画（平成 28年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（仮称）犬打峠トンネルの開通による、以下のような効果が期待されています。 

コラム 

（茶源郷未来型交流のまちづくり調査研究事業より 平成 28年 12月） 

京都府南部に

新たな交流の

輪が広がる 

京都南部の働

き方や暮らし

方が変わる 

京都南部の一

体感が生まれ

る 

観光・交流が広がる 

茶業の付加価値が高まる 

物流が変わる 

雇用の場が広

がる 

 
公共交通量が

増える 

暮らしの安全

安心が高まる 

学研都市の機

能の拡大 

南部の市町村

のまちづくり

ビジョンとの

整合性 

（仮称）犬打峠トンネル開通の効果 



56 

 

 

 

 

基本施策３ 公共交通システムの充実 

【担当課】 総務課、地域力推進課 相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課 

［現状と課題］ 

◇ 公共交通は、子どもや学生、高齢者・障がい者といった自家用車では動きづらい人にとって

の移動手段となるものであり、定住条件の大きな要因の一つです。 

◇ 和束町及び相楽東部広域連合では、小中学生の通学運賃全額補助や高校生のバス通学費補助

の拡充（1/2⇒2/3）など、バス利用の促進に取り組んできました。 

◇ しかしながら、町の唯一の公共交通であるなら交通バスの利用者数は年々減少しており、一

方で、人口減少対策には交通機関の利便性の向上を望む声が多くなっています。 

◇ 今後とも、住民のニーズに対応したさらなる利便性の向上と新たな地域交通のあり方を検討

する必要があります。 

 

 

 

 

通勤通学、通院、買い物等日常生活で欠かせない地域交通システムが充実したまちをめざ

します。 

 

 

施策の方針１ 路線バスの充実 

◎ 利用者の利便性や利用頻度等を勘案し、町の財政負担を考慮した路線バスの運賃補助やダイヤの

見直しを検討します。【4-1-2】 

〇 小・中学生及び高校生の通学定期券の補助を継続します。（※広域連合事業） 

○ 地域の実情等を踏まえ、高齢者の公共交通利用促進補助制度を継続します。 

 

施策の方針２ より便利な交通システムの構築 

◎ （仮称）犬打峠トンネルの開通を見据え、新たなバス路線のあり方について検討します。 

  【4-1-1】 

〇 交通結節点となる和束茶カフェ周辺のバス待合環境の整備を行います。 

◎ 社会実験として新たに導入したグリーンスローモビリティを含め、住民が利用しやすい住民と協

働した交通システムを構築するため、検討を進めます。【4-1-2】 

◎ 高齢者等の交通弱者を対象とした移送サービスのあり方について検討を進めます。【4-1-3】 

◎ バスの停留所が近くに無い交通空白地帯において、住民及び観光客を含む来訪者に必要な輸送の

確保及び公共交通の利便性の増進を図るため、コミュニティーバスの運行など、持続可能な公共

交通を検討します。【4-1-2】 

目指す目標像 
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◎ 定住性及び本町からの通勤・通学の利便性を高めるために、“通勤・通学バスの運 

行システム”や、近隣市町村における駐車場の確保等について検討を進めます。【4-1-4・4-1-5】 

 

 

【住民の声】 

〇バスはあっても利用しづらい 

〇高校生も含めた通学に対しての無料シャトルバスがあれば、定住性は高まる 

 

 

主な関連計画 
 

ＪＲ関西本線（加茂以東）沿線地域公共交通網形成計画（平成 29年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町内のバス停～ＪＲ加茂駅の間で、高校生の通学定

期の 2/3の補助制度を設けています。 

コラム 

＜高校生通学金補助制度＞ 

＜相楽東部広域バス＞ 笠置町、和束町及び南山城村の共同運行により平成

29年 10月 2日（月曜）から、JR加茂駅（木津

川市）を起点に和束町、笠置町を経て、JR月ヶ瀬

口駅（南山城村）を結ぶ「相楽東部広域バス」を運

行しています。 

（町ホームページより） 

＜グリーンスローモビリティ＞ 

より身近で細やかなサービスを目指し、新たに導入

されたグリーンスローモビリティ 
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基本施策４ 公園・緑地の整備 

【担当課】 総務課 農村振興課 

［現状と課題］ 

◇ 公園や緑地は、生活に潤いをもたらす場であるとともに、人々が交流し様々なコミュニティ

の輪を広げていく場でもあります。 

◇ 和束町では、和束運動公園の環境整備を実施し、テニスコートをフットサル兼用にするなど

の利活用を促進してきました。 

◇ しかしながら、遊具の更新や湯船森林公園では一部未使用の空間も生じています。 

◇ 今後とも、環境整備をいっそう促進し、誰もが憩える身近な公園整備の在り方を検討してい

く必要があります。 

 

 

 

 

子どもから高齢者まで住民だれもが利用できる公園を協働で維持管理をして、居心地のよ

い使いやすい公園や緑が豊かなまちをめざします。 

 

 

施策の方針１ 多世代が憩える公園の環境整備 

〇 地域住民の意見を反映しつつ、住民が利用しやすい公園改修の整備に努めます。 

〇 住民のみならず、観光客にとっても利用したくなる公園づくりに努めます。 

〇 森林公園一帯を活用し、アウトドアを中心とした一般のレクリエーション空間としての環境整備

を推進します。 

 

施策の方針２ 地域とともに進める公園の維持管理 

〇 地域の共有財産としての公園の維持管理のあり方を、住民の声を反映しながら検討します。 

◎ 木津川の護岸整備に合わせて、和束町の水の玄関口として、町民が潤え、和束町の活性化を見据

えた情報発信の拠点となり得る、憩いの広場を創設します。【2-1-17】 

 

 

 

 

 

 

目指す目標像 
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町民のスポーツレクリエーションの拠

点であり、また、町外の人々の様々な交

流拠点となっています。 

コラム 

＜湯船森林公園＞ 

森に親しむ本町のレクリエーション拠点

であり、令和４年度にＷＭＧ（ワールドマ

スターズゲームズ）の会場としても利用

されます。 

 

（町ホームページより） 

＜和束運動公園＞ 
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数値目標 

 

 

 

  

目標指標 

（ＫＰＩ） 

現状値 

（2019 年度） 

目標値 

（2026 年度） 

紐づけられる（基

本施策） 

空き家バンクへの登録件数 16 件 20 件 
基本施策１ 

移住・定住 

社会増減 -36 人 －18人 
基本施策１ 

移住・定住 

橋梁の整備数 ― 3 基 
基本施策２ 

道路網の整備 

公共交通（町の運営・補助含む） 

の利用者数 
78,977 人 100,000 人 

基本施策３ 

公共交通システム

の充実 
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Ⅵ 住民と行政の 

パートナーシップによる郷 

 

基本施策１ 住民参画のまちづくり 

基本施策２ 情報システムの強化と公開の推進 

基本施策３ 効率的・効果的な行財政運営 

基本施策４ 広域行政の推進 
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基本施策１ 住民参画のまちづくり 

【担当課】 全課 

［現状と課題］ 

◇ まちはコミュニティの集合体であり、住民一人ひとりの力がまちづくりの推進力を高めてい

くものとなります。 

◇ 和束町では、住民協働のまちづくりを支援する補助金制度の創設や、移住者との交流の場づ

くりとともに、ＮＰＯやボランティア団体との活動支援に取組んでいます。 

◇ しかしながら、各種団体の横のつながりや、行政との連携など必ずしも十分に機能していな

い面も見受けられます。 

◇ 今後とも、事業者を含めた住民力をさらに高め、まちづくりの推進役として機能できるよう

住民参画の仕組みづくりを強化していく必要があります。 

 

 

 

 

 住民一人ひとりの力がまちの力となる、全ての住民が参加するまちづくりを目指します。 

 

 

施策の方針１ パートナーシップによるまちづくりの推進 

○ 計画立案や各種協議の場に多くの住民が参画できるよう呼びかけや開催形態の工夫に努めます。 

○ 計画の進捗状況や成果について、住民とともに評価・検証できる体制づくりに努めます。 

〇 まちづくりに関する各種情報発信を強化するとともに、まちづくりを担う人材の発掘・育成と協

働意識の普及啓発を促進します。 

 

施策の方針２ 主体的な住民活動の推進 

〇 ＮＰＯや地域の様々な団体が、それぞれの地域やテーマに応じた自主的な活動を活発に取り組め

るよう支援します。 

 

施策の方針３ 住民と行政が一体となった交流定住推進体制づくり 

◎ 住民と行政が、ともに考えともに取り組める協働体制を構築するため、地域資源の掘り起こしや

体験・交流ができる場づくり、住民主体の活動等の支援に取り組みます。【2-1-1】 

◎ 各種団体と連携した交流定住の推進体制をさらに強化していきます。【2-1-1】 

 

 

目指す目標像 
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【住民の声】 

〇 町内の団体や人材等に呼びかけて町民が有している各種スキルやパワーを活用すべき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コラム 

住民の方の声を聞くためのワークショップやアンケート調査等を実施しています。 

（「和束町まちづくりアンケート調査」Ｒ2.06より） 

＜まちづくりを考えるワークショップ＞ 

＜協働のまちづくりを進めるために必要だと思う取組＞ 
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基本施策２ 情報システムの強化と公開の推進 

【担当課】 総務課 

［現状と課題］ 

◇ 情報はまちづくりの基本となるものであり、適切な情報を住民と共有していくことが求めら

れます。 

◇ 和束町では平成 26 年に「茶源郷行政情報配信システム」を構築するとともに、令和３年４

月には町ホームページのリニューアルや議会中継の配信等、時代に応じた情報システムの強

化を図っています。 

◇ しかしながら、時代状況の変化とともに、必要となる情報はさらに多様化し、デジタル機器

の進展に合わせて新たなシステムの改善・更新が必要となってきます。 

◇ 今後とも、より的確でわかりやすく住民に情報が届けられるよう、様々な工夫に努めていく

必要があります。 

 

 

 

 

  町ホームページや茶源郷行政情報配信システムの機能向上を図るとともに、住民が使いや

すい情報手段の普及に努め、これらを活用した効果的・効率的な公共サービスが提供される

まちを目指します。 

 

 

施策の方針１ 情報インフラの整備 

◎ 情報を受け取りやすくするため茶源郷行政情報配信システムの設置を促進します。【4-4-1】 

◎ 行政からの情報提供だけでなく、利用者が受信することを踏まえた双方向システムの構築を図り

ます。【4-4-1】 
 

施策の方針２ 情報通信技術の普及と活用 

〇 行政内部の適切な情報管理、共有により事務執行を円滑にし、住民への迅速かつ的確な情報提供

を行います。 

◎ 茶源郷行政情報配信システムを活用し住民目線のわかりやすく利便性の高い情報提供を行うとと

もに、新たにコミュニケーション機能を追加し、住民サービスを向上します。【4-4-1】 

 

 

 

 

目指す目標像 
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施策の方針３ 様々な情報に関する広報活動の強化 

○ 多様な広報手段や様々な機会を捉えた、住民や各種団体、事業所等に対する広報活動を強化しま

す。 

 

施策の方針４ 住民の声を聴く広聴活動の強化 

◎ 各種会議やパブリックコメント、さらにホームページや SNS など多様な情報メディアを活用する

など、幅広く住民の声を聴く機会を充実します。【4-4-2】 
 
 
 

【住民の声】 

〇 町としてのインスタグラムやＳＮＳの活用を図るべき 

〇 田舎でも誰でも使える情報手段が整えば、それほど不便ではない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コラム 

住民への情報提供の一環として、

テレビとも繋がる情報配信システ

ムを 2014 年６月から運用開始

をしています。 

2021年からは、新たにコミュニ

ケーション機能を追加し、住民の

みなさんと双方向で繋がる事がで

きるようになりました。 （ＩＴメディアインタープライズの情報より） 

＜茶源郷行政情報配信システム＞ 
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基本施策３ 効率的・効果的な行財政運営 

【担当課】 総務課 建設事業課 福祉課 

［現状と課題］ 

◇ 自治体を取り巻く行財政環境はますます厳しくなっており、健全で持続可能な行財政基盤を

確立することが求められています。 

◇ 和束町では、住民アンケート調査やワークショップを通して住民のニーズを探るとともに、

職員の資質向上に向けた人事交流や指定管理者制度の活用など、職員力の強化と民間のノウ

ハウ活用などに努めています。 

◇ しかしながら、限られた人材・財源のなかでは、重点的な取組や投資をおこなっていく的確

な判断が求められます。 

◇ 今後とも、各種施策・事業の必要性や優先度などを検証し、選択と集中による効率的・効果

的な行財政運営が必要となります。 

 

 

 

 

  PDCA体制のさらなる強化を図り、柔軟な計画の進捗管理について、住民とともに行財政 

 運営を判断していく仕組みづくりを進めます。 

 

 

施策の方針１ 費用対効果を追求する行財政マネジメントの推進 

〇 和束町総合戦略の効果検証を含め、各種評価状況に応じた的確な事業の見直しを行います。 

〇 実施事業の行政評価を検証するため、アンケート等により住民の満足度を把握します。 
 

施策の方針２ 職員の能力の向上と活用 

〇 行政サービスの高度化に対応して、研修や学習機会を充実するとともに、専門人材の確保や職員

の資質向上に向けた職場環境づくりに取り組みます。 

〇 職員一人ひとりの特性やキャリアプランに応じたスキルアップを図るための、積極的な人事交流

を行います。 

 

施策の方針３ 民間活力の導入 

〇 指定管理者制度や民間委託等、行政サービスの最大化が図れるよう、民間活力の導入促進に取り

組みます。 

〇 補助金の適正化や民間事業者への支援を強化し、効率的な財政運営を推進します。 

目指す目標像 
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施策の方針４ 地域活性化による自主財源の確保 

〇 地場産業の振興や新産業創出、企業立地・企業誘致の促進により雇用創出を図るとともに、自主

財源の安定的な確保に取り組みます。 

◎ 和束茶ブランドの商品開発や知名度を向上させ、ふるさと納税による寄付額の増額に努めます。 

  【2-1-2】 

 

 

【住民の声】 

〇 行政と住民の信頼関係構築に力を入れるべき 

〇 職員の研修を充実すべき 
 
 
 

主な関連計画 

 和束町公共施設等総合管理計画（平成 29年３月） 

 和束町人材育成基本方針（平成 22年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町のＰＲと自主財源強化のために

「ふるさと納税制度」を実施して

います。 

（町ホームページより） 

コラム 
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3 

 

 

基本施策４ 広域行政の推進 

【担当課】 総務課 福祉課 地域力推進課 建設事業課 相楽東部広域連合総務課 

［現状と課題］ 

◇ 小さな自治体が力を結集するとともに、住民の生活圏の広がりに伴う行政需要へ対応するた

めにも広域行政の推進が求められています。 

◇ 和束町では、平成 20 年度には、笠置町、和束町及び南山城村で相楽東部広域連合を発足さ

せるとともに、平成 21 年度には全国でもはじめての取組みとして相楽郡広域連合教育委員

会を発足させ、様々な取り組みを進めてきました。 

◇ しかしながら、人口減少や少子化がさらに進む中、広域的な取組についてのさらなる検討の

必要性がでてきています。 

◇ 今後とも、社会環境の変化に対応した、広域連合、広域事務組合による広域行政の取組みを

推進していく必要があります。 

 

 

 

 

  各自治体の個性と魅力を創り上げるとともに、相楽東部として力を合わせスケールメリット 

を最大限生かせる広域行政を進めます。 

 

 

施策の方針１ 広域行政の推進 

〇 相楽東部広域連合の構成町村や住民と協議しつつ、広域で対応したほうがより効率的、効果的な

分野の取組みの推進を図ります。 

〇 相楽郡広域事務組合の広域的ならではの相楽圏域での休日応急診療所、し尿処理等の事業による

地域活性化策を引き続き展開していきます。 

〇 水道法等の法改正に伴い、広域的事務の推進に取り組みます。 

 

 

【住民の声】 

〇 相楽東部広域連合の取り組み内容が見えづらい 

〇 広域の人々が同時に参加するようなイベントがあれば望ましい 

  

目指す目標像 
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和束町・笠置町・南山城村の２町１村では、様々な広域的な取組を行っています。 

コラム 

（令和 2年 6月「和束町まちづくりアンケート調査」） 

＜相楽郡広域連合に期待すること＞ 
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数値目標 

 

 

目標指標 

（ＫＰＩ） 

現状値 

（2019 年度） 

目標値 

（2025 年度） 

紐づけられる 

（基本施策） 

茶源郷行政情報システム 

利用登録 
480 台 1,000 台 

基本施策 2 

情報システム 

和束町ホームページアクセス数 848,744 件 100,000 件 
基本施策２ 

情報システム 

実質公債費比率 11.9％ 10.0％ 基本施策３ 

行財政運営 


